




 

尼子経久開基の永昌寺・ 

尼子経久の墓所 

常磐山八幡宮（尼子経久再建立） 

亀谷家（田中対馬守旧居） 

①多雄家（尼子倫久の旧居跡） 

隆興寺（久佐庄屋菩提寺） 

③久佐庄屋（佐々田） 

佐々田家の墓所 

上来原庄屋墓所 
②上来原庄屋跡（佐々田） 

尼子倫久の墓所 

保寧寺（尼子家菩提寺） 

尼子氏と縁の地・金城町 

尼子経久のひ孫に当る ①尼子倫久（多雄家）から４代

目の通久の代に ②上来原庄屋役を命ぜられ佐々田姓

とし、役宅を中来原（下ノ原）に移転したことにより、多雄

家の墓所を庄屋屋敷の西ビラに移転させた。通久は佐々

田の祖となり上来原庄屋の墓所は別途北側の丘陵地に

営造した。重久（通久の子）の代に久佐庄屋役を命ぜら

れ長男康久を連れて ③久佐庄屋役となり、久佐の間所

へ移転した。上来原庄屋役は、基久（通久の孫）が引き継

いだ。 
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    永禄１３年来原へ移住した尼子倫久の墓所（元多雄の墓所から大八車で現在地上来原庄屋跡の裏山へ墓所を移転） 

              前列左から、倫通室の墓、倫通の墓、倫久の墓、倫久室の墓。後列左から宗嗣の墓、宗久の墓 

 

  

           上来原庄屋佐々田家の墓所、倫久の墓所から２００ｍ離れた小高い丘の上にある。 

                   前列左から通久妻の墓、通久の墓、基久の墓、基久妻の墓、久秀妻の墓。 

佐々田家の墓所は、三列で２１基の墓が埋葬されている。 

 

尼子倫久の墓所 
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「桂迫たたら場」勘場の陰陽 
桂迫たたら場の勘場（たたら場事務所）を新設するにあたり、方位について見立てを依頼した文書。 

図面に、部屋ごとの注意・説明書きが貼り付けられている。別添資料で、「帳場」、「くど」、「鉄蔵」、  

「せついん（便所）」の吉凶が記されている。辰歳と記載があるので、弘化元年６月２９日付け、三浦 

彦左衛門宛、差出しは、広島県川小田の茂将となっている。  
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